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タイトル
―副題―

名前
****@****

キーワード：東京大学大学院　人文社会系研究科　文学部　言語学研究室
キーワード：東京大学言語学論集＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

要旨
　これは東京大学言語学論集（TULIP）原稿作成要領です。レイアウトやフォントなどの基本的な情報が記載されているものです。東京大学言語学論集は、著者が作成した原稿を写真印刷します。したがって、原稿を作成する際には、印字品質の高いプリンター（レーザープリンター）をご使用ください。インクジェットプリンターは不可です。
　原稿はA4用紙（縦297 mm，横210 mm）を用いて作成し、余白は上35 mm、下25 mm、左右30 mmとしてください。約15パーセント縮小され、B5に白黒写真印刷されます（10.5ポイントの文字は約9ポイントに、9ポイントの文字は約7.5ポイントに縮小されます）。
　参考文献の後に十分なスペースがあり、同一ページ内に和文要旨とそれに続く執筆者名がすべて収まる場合には、参考文献と同じページに和文要旨を入れてください。そうでない場合には、参考文献の後を空白とし、次のページの1行目から和文要旨を始めてください。
　和文タイトルはゴシック体16ポイント前後、中央揃え、副題は明朝体12ポイント中央揃えとします。和文中の英数字は明朝体に相当する箇所はTimes New Romanとし、ゴシック体に相当する箇所はArialまたはHelveticaとします。
　著者名は明朝体12ポイント、中央揃え。メールアドレスは書体自由、10.5ポイント、中央揃（記載は任意）。
　キーワード見出しはゴシック体、10.5ポイント、中央揃え。キーワード本体は明朝体、10.5ポイント、中央揃え。
 「要旨」の見出しは、ゴシック体、10.5ポイント、中央寄せとし、要旨本文は、明朝、10.5ポイント、としてください。
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